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甲斐市広報誌

甲斐市の人口　74,306 人（－ 85）
住民基本台帳人口 72,813 人（－ 86）　男性 36,149 人（− 78）　女性 36,664 人（－ 8）
世帯数 28,200 世帯（－ 87）　外国人登録人口 1,493 人（＋ 1）      （ ）内は前月比
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つくし（土筆）
■つくしは３月から４月頃、野原や河原、
土手、畑のあぜなどの日当たりの良い場所
に生えます。つくしは、スギナ（シダ植物
のトクサ植物門トクサ科トクサ属の植物）
の胞子茎で、語源はスギナにくっついて出
てくる事から、「付く子」、袴（はかま）の所
についている様に見える事から、「継く子」
となった説が有力です。また、「土筆」は、
土から出てきた胞子茎が伸びきる前は先
端まで「袴」に覆われていて、その形状が
「筆」に似ていることから「土筆」という字
を当てられるようになったものと考えら
れています。
■つくしは、春の山菜として親しまれてい
て袴を取って、ゆでて酢の物、佃煮、油炒め、
卵とじなどにして食べることができます。

　表紙の写真は、市内のイチゴ農園のハウ
スで撮影させていただいたものです。
　また、今月から表紙に、市からのメッ
セージを掲載させていただくことにしま
した。

（平成 21 年１月末現在）
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狐
塚
１
号
墳
は
、
赤
坂
台
地
と
呼

ば
れ
る
、
茅
ヶ
岳
山
麓
か
ら
延
び
る

台
地
の
南
端
、
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
の

東
側
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
赤
坂
台
地
に
は
、
か
つ
て
30

基
ほ
ど
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
狐
塚
１

号
墳
の
ほ
か
、
ド
ラ
ゴ

ン
パ
ー
ク
駐
車
場
の
東

に
あ
る
県
指
定
史
跡
の

中な
か
ま
き
づ
か
こ
ふ
ん

秣
塚
古
墳
、
市
指
定

史
跡
の
狐
塚
２
号
墳
な

ど
数
基
が
確
認
で
き
る
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

狐
塚
１
号
墳
は
、
円
形
を
し
た
古

墳
で
、
南
北
が
23
メ
ー
ト
ル
、
東
西

が
１
９
・
５
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
２
・
７

メ
ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。
墳
丘
の
中

央
に
は
、
く
ぼ
み
が
あ
り
石
室
の
一

部
と
思
わ
れ
る
大
型
の
礫れ

き

が
露
出
し

て
い
ま
す
。　

　

昭
和
63
年
に
行
わ
れ
た
地
中
レ
ー

ダ
ー
探
査
の
結
果
で
は
、
石
室
の
推

定
長
５
・
５
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
５

メ
ー
ト
ル
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
古
墳
の
周
り
に

は
浅
い
落
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

周
溝
が
め

ぐ
っ
て
い

る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

古
墳
の

構
造
や
周

辺
の
古
墳

の
様
子
か

ら
、
築
造

時
期
は
、
７
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
所
在
地　

竜
王
７
７
４
｜
１
）

　

カ
キ
と
し
て
は
か
な
り
大
き
く
、

幹
囲
約
２
・
０
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
18

メ
ー
ト
ル
、
地
上
０
・
５
メ
ー
ト
ル

で
接
木
し
た
痕
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。

台
木
は
マ
メ
ガ
キ
と
思
わ
れ
、
そ
れ

に
接
が
れ
た
品
種
は
現
在
知
ら
れ
て

い
る
も
の
か
ら
は
特
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
系
統
的
に
は
富
士
系（
小
型
の

渋
柿
）の
カ
キ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
羅
漢
寺
は
、
現
在
地
か

ら
羅
漢
寺
沢
を
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

遡
っ
た
谷
あ
い
に
位
置
し
、
広
範
囲

な
境
内
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
一
角
に
こ
の
カ
キ
が
あ
り

ま
す
。（
特
別
名
勝
「
御
岳
昇
仙
峡
」

内
に
あ
り
、
道
は
整
備
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
見
学
は
困
難
で
す
。）

（
所
在
地　

吉
沢
羅
漢
寺
山
中
腹
）

　

　

滝
坂
地
区
の
竜
蔵
院
の
無む

く
ろ
じ

患
子
は

ム
ク
ロ
ジ
科
の
落
葉
樹
で
、
幹
囲
約

２
・
１
５
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
19
メ
ー

ト
ル
で
す
。

　

ム
ク
ロ
ジ
は
日
本
の
中
部
地
方
以

南
に
自
生
し
、
庭
園
や
寺
社
な
ど
に

植
栽
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
樹
高

は
一
般
的
に
10
～
15

メ
ー
ト
ル
程
度
に
な

り
ま
す
。
種
子
は
羽

根
突
き
の
球
に
用
い

ら
れ
、
果
皮
は
せ
っ

け
ん
の
代
用
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

（
所
在
地　

龍
地
６
３
１
９
）

狐き
つ
ね
づ
か
い
ち
ご
う
ふ
ん

塚
１
号
墳

市
指
定
史
跡 

平
成
２
年
12
月
５
日
指
定  

竜り
ゅ
う
ぞ
う
い
ん

蔵
院
の
無む

く
ろ
じ

患
子

市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和
59
年
２
月
27
日
指
定

羅ら
か
ん
じ
あ
と

漢
寺
跡
の
カ
キ

市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和
62
年
６
月
16
日
指
定



新春カラオケ大会　１月25日●

「ふれあい・いきいきサロン」　２月６日●　

　竜王北保育園で行われた豆まきでは、節分の由
来のお話を聞いた後、園児たちが折り紙を使い自
分で作った豆入れに豆をいれてもらい、体が丈夫
になり、風邪をひかないようにと、自分の年より
一つ多く豆を食べました。豆まきが始まり、鬼が
来ると、始めは、泣きながら逃げ回る子どもたち
がほとんどでしたが、最後には先生にしがみつき
ながら鬼に豆を投げつけて退治し、帰っていく鬼
の姿を見て、みな安心した様子でした。

　双葉西児童館で行われている手話クラブは、児童
館職員の向山さんが、子どもたちに手話をもっと身
近に感じてもらい、少しでも役に立てばと、昨年の
4 月から毎月 1 回行われています。最初は、あい
さつ、自己紹介から始めた手話も、回数を重ねなが
ら段階を上げて行き、昨年のクリスマス会では、歌
を手話で表現するなど、クラブでの成果を披露しま
した。今回のクラブでは、かるたに描かれた絵を手
話で表現して取り合う「手話かるた」が行われ、参
加した子どもたちは、始めはおそるおそるかるたを
取っていましたが、何回か繰り返し行い自信がつい
てくると、積極的にかるたを取り合い、自分の取っ
た枚数を数え喜んでいました。

●１月19日　手話クラブ

　双葉ふれあい文化館で、恒例のふれあい新春カラ
オケ大会が開催されました。市内の団体、企業等
から参加した 27 組のみなさんが、華やかなステー
ジで自慢の歌声を満席の観客を前に披露しました。
　結果は次のとおりです。
優　勝…谷川のり子さん（大柴リフォーム工業）
準優勝…石部初男さん（ファニーボックス）
３　位…大澤美雪さん（株式会社　大沢防災）
熱演賞…春藤京子さん（女性団体連絡協議会）
　　　　三井正之さん（詩吟　甲竜会）
ふれあい賞…商工会竜王支部　
　　　　　　消防団敷島支部第３分団

●２月３日　節分の日に豆まき　
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　市社会福祉協議会主催による、「ふれあい・いきいきサロン」
フォーラム 2009 が、敷島総合文化会館で行われました。い
きいきサロンでは、高齢者のみなさんが、地域において楽しい
仲間づくりや生きがいづくりを通し、介護予防や認知症予防が
できるようさまざまな教室やレクリエーション活動等を実施し
ています。
　フォーラムには、約 170 人が参加し、市内で活動している
25 地区の中から、２地区のサロンの代表者が、昨年の活動内
容や、現状の問題点・今後の進め方について発表しました。また、
転倒予防や寝たきり予防に効果のある３Ｂ体操も行われ、参加
した人たちは、音楽に合わせて運動を行うなど、介護予防を実
践しました。



　双葉東小学校の６年生児童が、総合的な学習の一環とし
て、福祉教育について考える授業で甲斐市宇津谷の老人福
祉施設「ひかりの里」を訪れ、入所者のお年寄りと交流会
を行いました。この日は、６年３組の 34 人が６グループ
に分かれて、百人一首やおはじき、マジックショーなど、
自分たちで交流の内容を考え、お年寄りたちにゲームの進
め方など説明しながら交流を図りました。トランプを使っ
てマジックショーを披露した児童たちは、ちょっぴり緊張
しながらもマジックが成功するとお年寄りから大きな拍手
が送られ、楽しく充実した時間を過ごしました。

　　　　　　　　　１月28日●　
ヘルスサポーター養成講座開催

　市食生活改善推進員会では、敷島保健福祉センターに
おいて、ヘルスサポーターに興味のある人を対象に養成
講座を開催しました。ヘルスサポーターとは、メタボリッ
ク症候群を予防し、自らの食生活の改善を目指す人です。
講座には 24 人が参加し、食生活改善推進員の指導で講
習会や調理実習
が行われ、参加
したみなさんは

「味加減が濃いこ
とがわかってよ
かった」「参加し
て勉強になった」
など、健康づく
りに関する意識
を高めました。

●1月17日
敷島中学校吹奏楽部が全国大会へ

●1月・２月　スキー教室開催　
　市体育協会スキー部では、１月 17 日（土）、２月 14 日（土）の
２日間、長野県青木湖スキー場において日帰りのスキー教室を開催
しました。当日は、２日間合わせて大人 63 人、子ども 74 人が参
加し、初級、中級、上級のそれぞれのクラスに分かれ、体育協会スキー
部員より自分のレベルに応じた指導を受け、スキーの技術を高めま
した。

　敷島中学校吹奏楽部が１月 17 日（土）に
埼玉県で行われた、第 14 回西関東アンサ
ンブルコンテスト中学の部に木管・金管の２
チームが出場し、ダブルで金賞を受賞しまし
た。そのうち木管八重奏が、３月 20 日（金）
に富山県で行われる全国大会に、西関東代表
として出場することになりました。

児童がお年寄りと交流　１月27日●
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●１月21日　室内雪合戦
　敷島ふれあい中央児童館で、1 年生から 3 年生の子ど
もたち 51 人が参加して室内雪合戦が行われました。冬
の寒い時期なので、室内にこもりがちな子どもたちに、
ストレスと運動不足を解消してもらおうと行われたも
の。雪合戦が始まると、子どもたちは夢中になりながら
新聞紙で作った雪玉をぶつけ合い、無邪気に楽しみまし
た。子どもたちは、本物の雪より当たっても痛くないの
で、楽しかったと喜びながらも、本物の雪が積もり、外
で雪合戦ができることを願っていました。

写真提供 : フォトライフ


